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ひとり遊びにおける子どもへのポジティブな影響
―テレビゲームをタイプ別に見て―
The positive influence on children in solitaly play: 
















































1）調査対象者：Ｘ県Ａ小学校とＹ県Ｂ小学校の 4・ 5・ 6年生の男女児童 349 名（有効回答率
は 88.6 ％，303 名）を対象に質問紙調査を行った。内訳は Table 1 に示す。















4 41 61 102
5 41 56 97
6 60 44 104
合計 142 161 303
Table 2　フェースシート質問項目
※○をつけてください。
　学年：（ 4・ 5・ 6）年
　性別：　男　・　女
※一人で遊ぶときにいつも遊んでいるものに○をしてね。いくつでも○をしてね。







































































が開発した遊び能力尺度において因子分析された 2 下位尺度、各 3 項目、計 6 項目を採用した



















































































ンス尺度の「状況の読み取り」因子 5項目のうち 2項目と「自分の情動の覚知」因子 5項目のう
ち 2項目、「他者の情動への関心」因子 4項目のうち 2項目、「共感性」因子 4項目のうち 4項目
の計 10 項目、小塩ら（2002）の精神回復力尺度の「新奇性追求」因子 7項目のうち 5項目と、「感
情調整」因子 9項目の計 14 項目をそれぞれひとり遊びについて問う文章表現に修正し、適当であ
ると思われたものを採用した。今回、質問項目を採用するに当たって、臨床心理学専攻の大学教
員 1名と臨床心理学専攻の大学院生 2名とで質問項目の内容的妥当性を検討し、適切だと思われ































子 2項目、「サポート希求」因子 2項目、「情動的回避」因子 2項目、「気分転換」因子 2項目、「行
動的回避」因子 2項目、「認知的回避」因子 2項目、計 12 項目）を採用した（Table 8）。よくす






































　ひとり遊びの能力の測定項目である 38 項目（Table 6、No. 5,  6,  9 〜 44）について、因子分析
を行った。38 項目の中の逆転項目を処理し、主因子法、プロマックス回転による因子分析を行っ
た。固有値 1.00 以上を示す因子が 8個見出されたので、因子数を減少させながら因子の抽出を行
った。 5因子解での結果が最も統一した解釈が可能であったので、この 5因子解を採用した。な
お、この 5因子による累積寄与率は 45.632 ％であった。また、各因子の解釈にあたっては、因子




























Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ 共通性
42 本やゲームの主人公の考えをいつもわかろうとしている。 .912 −.003 −.068 −.055 .011 .739
41 本やゲームの主人公のたいどや表情をきをつけて見るようにし
て遊んでいる。
.848 −.062 −.108 .021 −.044 .583
39 本やゲームの主人公のちょっとした気分のへんかでもすぐ感じ
てしまう。
.791 −.011 −.067 −.024 .024 .556
40 本やゲームの主人公のちょっとした表情のへんかでもよく見て
遊んでる。
.779 .035 .020 −.025 −.111 .635
44 本やゲームの主人公の心の動きをいつもぶんせきしている。 .771 .013 −.148 −.043 .067 .496
38 どのようなものであれ、本やゲームの主人公の気持ちをよくわ
かろうとする。
.754 −.031 .115 −.005 .004 .646
43 本やゲームの主人公の言葉や行動をいつも注意することができ
る。
.726 .031 −.071 −.034 −.040 .482
37 どのようなものであれ、本やゲームの主人公の気持ちがよくわ
かる。
.722 .029 .043 .027 .026 .606
35 本やゲームの主人公の立場に立ち、同じような気持ちになって
遊ぶことができる。
.708 −.006 .028 .121 −.058 .577
34 本やゲームの主人公の気持ちにきょうみをもって遊べる。 .668 .096 −.010 .054 −.018 .549
36 本やゲームの主人公の立場に立ってみようとする。 .667 −.162 .216 .126 −.029 .577
33 本やゲームの主人公の考えやほんとうの気持ちに注目できる。 .625 .188 .010 −.044 .047 .560
32 一人で遊んでいるとき、自分の気持ちの変化をよく感じること
ができる。
.368 .312 .018 .050 −.054 .398
29 一人で遊ぶとき、遊びのながれをよみとって遊べる。 .085 .795 −.067 −.106 .030 .602
30 一人で遊ぶとき、遊びのながれをよみとって、それをこわさな
いように遊べる。
.092 .645 −.067 −.041 .087 .446
31 一人で遊ぶとき、自分がどんな気持ちでいるのかよくわかって
いる。
.213 .534 .000 .054 −.115 .479
11 一人で遊ぶとき、その遊びを理解して遊べる。 .042 .510 .101 .056 .089 .419
20 一人で遊ぶとき、自分の感情をコントロールできるほうだ。 −.136 .505 .127 .083 −.049 .294
12 一人で遊ぶとき、体や道具など器用に使って、上手に遊ぶこと
ができる。
.023 .499 .224 −.132 −.034 .374
15 一人で遊ぶとき、新しい遊びにチャレンジするのがすきである。 −.120 .074 .814 −.038 −.089 .600
16 一人で遊ぶとき、新しい遊びやめずらしい遊びをするのがすき
である。
−.077 .059 .688 .031 −.086 .465
17 わたしはいろいろな一人で遊ぶ遊びを知りたいと思う。 .051 −.081 .464 .251 .075 .367
13 一人で遊ぶとき、よくアイデアを出して遊ぶことができる。 .200 .221 .399 −.122 .114 .456
14 一人で遊ぶとき、より楽しく遊べるように工夫することができ
る。
.128 .349 .376 −.036 .095 .535
9 一人で遊んでいるとき、その遊びがうまくいかなかったら、何
とかして解決しようとする。
.114 .199 .347 −.007 .011 .316
21 気持ちがおちつかないとき、一人で遊ぶとおちついてくる。 −.039 .149 −.006 .640 .000 .489
22 一人で遊ぶときは、いつもおちついていられる。 −.082 .289 −.086 .604 −.055 .475
5 一人で遊ぶとき、たのしいと感じる。 .019 −.172 .071 .477 .237 .343
6 一人で遊ぶとき、時間がすぎるのは早いと感じる。 .136 −.288 .060 .439 .003 .191
23 ねばり強く一人で遊んでいられるほうである。 .033 .255 −.043 .411 .141 .397
27 一人で遊んでいるときでも、すぐにあきてしまう。 .026 .068 −.106 .121 .693 .565
28 おこっているときに、一人で遊んでも、おこった気分をおさえ
られない。
−.189 .098 .058 −.067 .527 .275
24 気持ちがおちつかないとき、一人で遊んでもなかなか気分がか
わらない。
−.089 .156 −.186 .063 .489 .287
19 新しい一人で遊ぶ遊びをはじめるのはめんどうくさい。 .042 −.153 .328 −.008 .437 .302
26 その日の気分によって、一人で遊ぶ遊びがたのしかったり、た
のしくなかったりすることが多い。
.091 −.166 −.079 −.278 .378 .186
18 なれない一人で遊ぶ遊びをするのはすきではない。 .071 −.113 −.009 .085 .361 .159
寄与率 29.593 6.602 4.439 2.744 2.254
累計寄与率 29.593 36.195 40.635 43.378 45.632
因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ
Ⅰ ― .580 .553 .324 .131
Ⅱ ― .539 .431 .158






















平均値 SD Ｆ値 多重比較
ひとり遊び能力
共感のみ 2.848 .481 2.406＊ 共感のみ＞体操のみ ＊
体操のみ 2.494 .596 共感＆攻撃＞体操のみ ＊




共感のみ 2.643 .649 3.097＊＊ 共感のみ＞体操のみ ＊
体操のみ 2.104 .739 共感＆攻撃＞体操のみ ＊
共感＆攻撃 2.653 .665 共感＆体操＞体操のみ ＊＊
共感＆体操 2.736 .764
コーピング
共感のみ 2.738 .319 2.724＊ 共感のみ＞攻撃＆体操 ＊
攻撃＆体操 2.502 .378
サポート希求
共感のみ 2.988 .685 2.280＊ 共感のみ＞攻撃のみ ＊
攻撃のみ 1.900 .894
情動的回避
ゲームをしない 2.618 .574 2.669＊ ゲームをしない＞攻撃＆体操 ＊
攻撃＆体操 1.886 .829
気分転換
共感のみ 3.548 .661 2.999＊＊ 共感のみ＞ゲームをしない ＊＊
ゲームをしない 2.794 .639
行動的回避
共感＆体操 2.180 .809 2.640＊ 共感＆体操＞共感＆攻撃 ＊
共感＆攻撃 1.750 .697




































従属変数 独立変数 β R2
社会的スキル 主人公への共感性 .162 ＊＊
ひとり遊びのコントロール能力 .198 ＊＊＊
ひとり遊びへの新寄性追究 .144 ＊＊








集団Ⅰ .199 ＊＊ .575 ＊＊＊
集団Ⅱ .349 ＊＊＊
協調性スキル ひとり遊びのコントロール能力 .186 ＊ .269 ＊＊＊
対話スキル ひとり遊びへの新奇性追求 .169 ＊
集団Ⅰ .269 ＊＊＊
集団Ⅱ .123 ＊ .390 ＊＊＊
ひとり遊びによるポジティブ効果 −.128 ＊
ひとり遊びによる非影響力 −.169 ＊＊
問題解決 主人公への共感性 .144 ＊
ひとり遊びのコントロール能力 .141 ＊ .316 ＊＊＊
集団Ⅰ .246 ＊＊＊
サポート希求 ひとり遊びへの新奇性追求 .145 ＊
集団Ⅱ .216 ＊＊ .206 ＊＊＊
ひとり遊びによる非影響力 −.146 ＊＊
情動的回避 主人公への共感性 .284 ＊＊＊
ひとり遊びによるポジティブ効果 .235 ＊＊＊
ひとり遊びのコントロール能力 −.197 ＊ .126 ＊＊＊
集団Ⅰ −.182 ＊＊＊
気分転換 ひとり遊びによる非影響力 −.219 ＊＊＊ 0.55 ＊
行動的回避 ひとり遊びによる非影響力 −.328 ＊＊＊ .131 ＊＊＊
集団Ⅱ −.238 ＊＊
認知的回避 ひとり遊びによるポジティブ効果 .185 ＊＊
ひとり遊びへの新奇性追求 −.206 ＊ .062 ＊＊
ひとり遊びによる非影響力 −.160 ＊＊
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